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i地震クラウドシステムは無償のiOSアプリ『i地震』とクラウドシステム『Geonavi / icomi』からなる防災セ
ンサークラウドシステムである。本システムのSHMへの適用可能性を評価するため、2015年11月から12月に実大
三次元震動破壊実験施設（E-Defense）にて１０層RC造構造物の加振実験を行った。 
本実験は「スマホ等の加速度センサで中高層マンションの地震被災の判定が可能か？」という問いに答えるも
のであり、もし可能ならば被災時の迅速な安全確保等に資する安価で強力な防災ツールとなる。本稿では同シ
ステムによる地震被災度判定手法の詳細までは扱わず、診断前までのデータ取得と建物応答スペクトルによる
状態推定までを述べる。 
実験の方法： 
本実験の手法は以下のとおりである。 
・10層RC構造物（主実験名：現行耐震設計基準に基づく10層RC造骨組の崩壊メカニズムと普及型高耐震技術に
関する実験 ）の試験体10,6,5,1の各層壁面にi地震インストール済みiOS端末を２台ずつ設置、無線LAN経由で
icomiにデータをアップロードした。 
・加振は2015年11月25日・27日、12月9日・11日の計4日間行い、各加振の前後にはi地震設置階の同一箇所にお
いて微動計により常時微動を測定した。 
・i地震の計測パラメータ設定は（トリガ設定30 gal、トリガ継続時間2s、プレトリガ20s、ポストトリガ60s
）とした。 
・端末内蔵のMEMS加速度センサにより取得されたデータの解析を行い、震度と応答スペクトル（加速度、速
度、変位）をそれぞれ計算した。 
実験の結果： 
実験結果は以下のとおりである。 
・i地震を用いても加振毎に入力地震動に相応の応答スペクトル固有周期の長周期化（１次モード固有周波数の
低減）が見られた。 
・上記は加振前後の常時微動による計測結果とも調和的な結果となり、固有振動数の推移も概ね一致した。 
・一般モバイル回線によるデータアップロードのテストでは成功率は93％だった。 
加速度センサを用いた構造ヘルスモニタリング（SHM）システムは高層ビルを中心に商用ベースの導入・運用が
始まっているが、そのプライベートな性質上、得られた貴重なデータが防災研究用に共有され難い。ま
た、ユーザからすれば信頼性を求めれば求めるほど難易度が上がりコストもかさむ、といった課題もある。こ
れに対し本システムは環境さえあれば端末代のみで設置が可能な安価かつ簡便な計測法であるにもかかわら
ず、図の通り十分な精度での応答スペクトル周期による建物の状態推定が可能であることが示された（漸次強
くなる加振においてJMA神戸波の25%までは卓越周期の変化が見られない一方で、構造物に不可逆なダメージを
もたらした50%以降は明確な長周期化と塑性化がみられる）。本システムのSHMへの適用可能性を現段階で述べ
るとすれば、構造物の状態推定は即時に可能ではあるが、被災の判定を可能とするにはどの程度のスペクトル
の変化をもって使用不可とするかの基準の問題があり、今後さらなる継続的な取り組みが必要である。 
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